
関係者各位                            令和元年 5 月吉日 

                               SESSION 東北 

 

SESSION 東北セミナーのご案内 

テーマ： 脳卒中片麻痺患者における動作獲得のアプローチ  

    ～課題指向型アプローチを用いた最適な運動学習とは～ 

 

講師：諸橋 勇 先生（いわてリハビリテーションセンター）  

 

内容：脳卒中の機能回復の大きなテーマの一つに「運動学習」があります。回復過程において、よ

り合目的かつ実用的で効率の良い運動経験を自らの身体に取り込んでいくことが必要です。そのた

めに、我々療法士は何をしなければいけないのか。ただ単に、筋肉を緩め、繰り返し動作を行えば

いいのか。なぜ、歩くだけの量的な運動だけでは機能改善が停滞してしまうのだろうか。退院後、

機能維持できる人とそうでない人の差はなぜ生じるのか。  

近年、益々治療効果を求められる中で、多くの理論などが提唱されていますが、それらを整理

し、より効果的な運動療法を検証していきましょう。 

講師の諸橋先生は脳卒中リハビリテーションに精通しておられ、当日は脳卒中片麻痺患者の運動

制御の特徴から動作獲得のためのアプローチとして、体幹を中心としたコンディショニングや課題

指向型アプローチの実際について実技も多く交えてご講義していただきます。 

 つきましては何かと多忙な時期ではございますが、万障繰り合わせの上、ご参加くださいますよ

うご案内申し上げます。 

 

 

日時：令和元年 7 月 6 日(土) 10：00～16:00 

 

場所：PARM-CITY131 貸会議室 4Ｇ（仙台市青葉区一番町３丁目 1-16 ） 

 

受講費：通常 11,880円 (税込み)  早割 9,720円 (税込み)[6月 6日迄に申し込みの方]  

  

  

申し込み方法：下記ホームページか QRコードから申し込みください。 

https://session-therapist.jimdo.com/2019morohashisennsei/  

 

 

 

 

 

 

 

 
 



諸橋 勇 先生 プロフィール 

 

【所属】いわてリハビリテーションセンター 機能回復療法部長  

 

昭和５９年 理学療法士免許  

日本大学文理学部 哲学科卒業  

東北大学大学院医学系研究科障害科学専攻 修士課程修了  

 

＜その他＞   

日本神経理学療法学会 常任運営幹事  

青森県立保健大学臨地教授   

山形県立保健医療大学臨床教授  

前岩手県理学療法士会副会長  

専門理学療法士 （神経） 認定理学療法士（脳卒中）  

日本交流分析協会 交流分析士１級  

介護支援専門員  ＰＴジャーナル同人  

 

＜著書 分担執筆＞ 

・モーターコントロール   第１版、第２版  翻訳  

・臨床評価指標入門   

・理学療法ハンドブック  

・理学療法士のためのコンディショニングン入門（編集、執筆）     

・脳卒中理学療法の理論と技術  

・標準理学療法学「病態運動学」  

他、理学療法学、理学療法ジャーナル、理学療法など専門雑誌への執筆も多数あり 

 


